

































































































































































































































年の時点で上村には 81 世帯、中村には 41 世





































































ル 3 年、ハイスクール 2 年、ハイセカンダリ


























































































































オアシス全体の 246ha に及ぶ。 


























































































いた。上村では 29 の抽出世帯のうちで 10 世
帯、34%が耕作放棄地があるという回答があ
り、中村では 13 世帯のうち 5 世帯 38%、下
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